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フランス担保法の現在（一）　
 

資　
　
　

料フ
ラ
ン
ス
担
保
法
の
現
在
（
一
）　

─
─
倒
産
手
続
に
お
け
る
処
遇
の
観
点
を
ふ
ま
え
て
─
─

齋
　
　
藤
　
　
由
　
　
起

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
趣
旨
と
概
要

　

本
連
載
で
紹
介
す
る
各
論
文
は
、
二
〇
一
九
年
三
月
九
～
一
〇
日
に
、
大
阪
大
学
法
経
研
究
棟
大
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
日
仏
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
フ
ラ
ン
ス
担
保
法
の
現
在
─
─
倒
産
手
続
に
お
け
る
処
遇
の
観
点
を
ふ
ま
え
て
─
─
」（Garantie, sûreté et procé-

dure collective 

─
─Regards croisés franco-japonais
）
の
フ
ラ
ン
ス
側
の
研
究
報
告
六
編
を
翻
訳
し
た
も
の
お
よ
び
横
山
美

夏
京
都
大
学
教
授
に
よ
る
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
総
括
コ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

　

ま
ず
は
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
経
緯
と
趣
旨
を
簡
略
に
説
明
し
た
い
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
マ
リ
ー
＝
エ
レ
ー
ヌ 

モ
ン
セ
リ
エ
＝
ボ
ン
（M

arie-H
élène M

onsèrié-Bon

）
教
授
（
パ
リ
第
二
大
学
）、

横
山
美
夏
教
授
（
京
都
大
学
）、
荻
野
奈
緒
教
授
（
同
志
社
大
学
）
お
よ
び
齋
藤
の
共
同
の
主
催
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る
。
本

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
端
緒
を
開
い
た
の
は
、
モ
ン
セ
リ
エ
＝
ボ
ン
教
授
が
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
大
学
勤
務
時
代
の
二
〇
一
五
年
に
、
ト
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ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
大
学
と
提
携
関
係
に
あ
る
大
阪
大
学
大
学
院
高
等
司
法
研
究
科
の
外
国
人
招
へ
い
研
究
員
と
し
て
大
阪
大
学
に
滞
在

さ
れ
た
際
に
、
横
山
教
授
の
依
頼
に
よ
り
、
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
で
開
講
し
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
法
の
授
業
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
と
し
て
、
倒
産
法
の
入
門
講
義
を
さ
れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
の
講
義
内
容
の
翻
訳
は
、
マ
リ
ー
＝
エ
レ
ー
ヌ 

モ
ン
セ

リ
エ
＝
ボ
ン
（
荻
野
奈
緒
・
齋
藤
由
起
／
共
訳
）「
フ
ラ
ン
ス
倒
産
法
概
説
（
一
～
三
・
完
）」
阪
大
法
学
六
五
巻
四
号
（
二
〇
一
五

年
）
一
一
一
九
頁
、
五
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
二
八
三
頁
、
六
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
四
四
九
頁
と
し
て
公
表
し
て
い
る
。
そ
の
後
、

二
〇
一
六
年
に
、
モ
ン
セ
リ
エ
＝
ボ
ン
教
授
が
フ
ラ
ン
ス
南
部
に
あ
る
オ
ク
シ
タ
ニ
ー
（O

ccitanie

）
地
域
圏
の
訪
問
団
の
一
員
と

し
て
来
日
さ
れ
た
際
、
オ
ク
シ
タ
ニ
ー
地
域
圏
の
大
学
で
あ
る
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
大
学
お
よ
び
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
と
、
関
西
に
あ
る

京
都
大
学
、
同
志
社
大
学
、
大
阪
大
学
に
所
属
す
る
研
究
者
が
共
に
、
日
本
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
よ
う
と
い
う
企
画
が
持
ち
上

が
り
、
そ
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
担
保
法
制
の
あ
り
方
が
選
ば
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
が
選
ば
れ
た
の
は
、
次
の
理
由
に
よ
る
。

　

日
仏
両
国
に
お
い
て
、
企
業
の
資
金
調
達
の
手
段
と
し
て
、
保
証
人
や
不
動
産
担
保
へ
の
依
存
を
脱
却
し
、
事
業
用
の
財
産
（
動

産
）
や
事
業
か
ら
発
生
す
る
収
益
（
債
権
）
の
担
保
化
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
担
保
の
実
効
性
を
高
め
る
こ
と
は
、
資
金
調

達
の
円
滑
化
に
つ
な
が
り
得
る
が
、
他
方
で
、
経
営
難
に
陥
っ
た
企
業
の
再
生
を
妨
げ
る
危
険
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
担
保
法
制
は
、

平
時
に
お
け
る
処
遇
の
み
な
ら
ず
、
倒
産
手
続
に
お
け
る
処
遇
に
も
目
配
り
し
て
構
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
担
保
の
実
効
性
を

重
視
す
る
日
本
の
担
保
・
倒
産
法
制
度
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
担
保
法
制
度
は
、
度
重
な
る
立
法
に
よ
り
、
担
保
の
実
効
性
と
倒
産
予

防
・
企
業
再
建
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
現
実
的
か
つ
柔
軟
に
解
決
す
る
手
法
を
提
示
し
て
い
る
。
日
本
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
に
あ

た
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
担
保
法
制
度
は
、
比
較
法
的
観
点
か
ら
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
法
に
と
っ
て
も
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
。

　

二
〇
一
七
年
に
モ
ン
セ
リ
エ
＝
ボ
ン
教
授
は
パ
リ
第
二
大
学
に
異
動
さ
れ
た
が
、
同
教
授
の
熱
意
と
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
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フランス担保法の現在（一）　

っ
て
こ
の
企
画
は
維
持
さ
れ
、
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
大
学
と
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
か
ら
担
保
法
・
倒
産
法
に
つ
い
て
第
一
線
で
活
躍
す
る

研
究
者
が
集
め
ら
れ
た
。
日
本
側
も
、
横
山
教
授
、
荻
野
教
授
、
齋
藤
に
加
え
、
山
野
目
章
夫
教
授
（
早
稲
田
大
学
）、
杉
本
和
士
教

授
（
法
政
大
学
）
に
報
告
者
と
し
て
参
加
い
た
だ
く
運
び
と
な
っ
た
。

　

民
法
と
倒
産
法
に
ま
た
が
る
テ
ー
マ
を
選
ん
だ
当
時
は
予
想
も
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
テ
ー
マ
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
大
い
に
今

日
性
を
有
す
る
。
と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
企
業
の
成
長
及
び
変
革
に
関
す
る
法
律
案
（Pacte

法
案
）
が
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
た
当
時
に
審
議
中
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
同
法
案
は
、
二
〇
一
八
年
一
〇
月
九
日
に
国
民
議
会
に
よ
る
第
一
読
会
に
お

い
て
可
決
さ
れ
（
法
案
一
七
九
号
）、
二
〇
一
九
年
二
月
一
二
日
に
元
老
院
に
よ
る
第
一
読
会
に
お
い
て
修
正
さ
れ
（
法
案
六
〇
号
）、

二
月
二
〇
日
に
混
合
同
数
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
成
案
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
三
月
一
五
日
に
国
民
議
会
に
よ
る
第
二

読
会
で
可
決
さ
れ
た
も
の
の
（
法
案
二
四
四
号
）、
四
月
九
日
に
元
老
院
に
お
い
て
否
決
さ
れ
、
四
月
一
一
日
に
国
民
議
会
に
お
い
て

最
終
的
に
可
決
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
四
月
一
六
日
に
憲
法
院
に
付
託
さ
れ
た
。
同
法
案
は
、
担
保
法
お
よ
び
倒
産
手
続
に
お
け
る
担
保

の
処
遇
に
関
す
る
法
を
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
改
正
す
る
こ
と
を
授
権
す
る
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
具
体
的
に
次
の
と

お
り
で
あ
る
。
同
法
案
一
六
条
は
、
政
府
に
対
し
、
同
法
の
公
布
か
ら
二
四
か
月
以
内
に
、「
担
保
権
を
有
す
る
債
権
者
と
有
し
な
い

債
権
者
を
含
む
す
べ
て
の
債
権
者
、
債
務
者
お
よ
び
担
保
提
供
者
の
利
益
の
均
衡
を
確
保
し
な
が
ら
、
担
保
法
を
単
純
化
し
、
そ
の
実

効
性
を
強
化
す
る
た
め
に
」、
必
要
な
措
置
を
オ
ル
ド
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
と
る
こ
と
を
認
め
、
次
の
各
事
項
に
つ
い
て
授
権
す
る
。
①

自
然
人
保
証
人
の
保
護
を
確
保
し
つ
つ
、
保
証
制
度
の
わ
か
り
や
す
さ
と
実
効
性
を
改
善
す
る
た
め
の
保
証
法
の
改
正
、
②
動
産
先
取

特
権
に
関
す
る
民
法
規
定
の
現
代
化
お
よ
び
時
代
遅
れ
と
な
っ
た
先
取
特
権
の
廃
止
、
③
有
体
動
産
質
に
関
す
る
民
法
ル
ー
ル
の
明
確

化
、
④
有
益
性
を
失
し
た
特
殊
な
動
産
担
保
の
廃
止
、
⑤
民
法
典
、
商
法
典
、
通
貨
金
融
法
典
に
お
け
る
特
別
な
動
産
担
保
に
関
す
る

ル
ー
ル
の
単
純
化
と
現
代
化
、
⑥
動
産
担
保
の
公
示
ル
ー
ル
の
調
和
と
単
純
化
、
⑦
債
権
質
に
関
す
る
民
法
ル
ー
ル
の
明
確
化
、
⑧
所
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有
権
留
保
に
関
す
る
民
法
ル
ー
ル
の
補
完
、
⑨
民
法
典
に
お
け
る
担
保
の
た
め
の
債
権
譲
渡
の
可
能
性
の
肯
認
、
⑩
担
保
目
的
信
託
の

設
定
と
実
行
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
柔
軟
化
、
⑩-

2
民
法
典
に
お
け
る
担
保
の
た
め
の
金
銭
の
移
転
の
新
設
、
⑪
不
動
産
担
保
に
関
す

る
ル
ー
ル
の
改
善
、
⑪-

2
物
的
お
よ
び
人
的
担
保
に
関
す
る
私
署
証
書
の
電
子
的
方
法
に
よ
る
作
成
に
関
す
る
民
法
規
定
の
現
代
化
、

⑫
倒
産
手
続
に
関
す
る
商
法
典
第
六
編
に
お
け
る
担
保
お
よ
び
担
保
権
者
に
関
す
る
ル
ー
ル
の
単
純
化
、
明
確
化
及
び
現
代
化
、
⑬
前

記
①
な
い
し
⑫
の
適
用
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
修
正
の
適
用
を
確
保
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
、
ま
た
は
修
正
の
影
響
を
受
け
る
規
定

で
あ
っ
て
法
律
の
性
質
を
有
す
る
も
の
を
す
べ
て
調
整
し
て
修
正
す
る
こ
と
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
法
務
省
の
協
力
を
得
て
、「
動
産
・
債
権
を
中
心
と
し
た
担
保
法
制
に
関
す
る
研
究
会
」（
座
長 

道
垣
内
弘
人

教
授
、
主
催 

公
益
社
団
法
人
商
事
法
務
研
究
会
）
が
、
二
〇
一
九
年
三
月
四
日
よ
り
活
動
を
開
始
し
た
。
近
い
将
来
に
担
保
法
が
改

正
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
は
、
今
後
の
議
論
に
と
っ
て
有
益
な
素
材
を
提
供
し
う
る

だ
ろ
う
。

　

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
各
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
側
報
告
者
に
よ
る
主
報
告
と
、
日

本
側
報
告
者
に
よ
る
日
仏
比
較
の
観
点
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
（
対
照
報
告
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
両
報
告
の
後
で
、
参
加
者
か
ら
活

発
な
質
疑
や
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

【
一
日
目
】　

三
月
九
日
（
土
）　

九
時
三
〇
分
～
一
七
時
四
五
分

［
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
］　

序

「
倒
産
手
続
に
お
け
る
担
保
の
処
遇
─
─
日
本
」　

杉
本
和
士
（
法
政
大
学
教
授
）

「
倒
産
手
続
に
お
け
る
伝
統
的
担
保
の
処
遇
─
─
フ
ラ
ン
ス
」　

マ
リ
ー
＝
エ
レ
ー
ヌ 

モ
ン
セ
リ
エ
＝
ボ
ン
（
パ
リ
第
二
大
学
教

（阪大法学）69（1-150）　150 〔2019. 5 〕



フランス担保法の現在（一）　

授
） 

…
…
本
号
掲
載

［
第
二
セ
ッ
シ
ョ
ン
］　

保
証
お
よ
び
そ
の
代
替
手
段
と
倒
産
手
続

「
保
証
お
よ
び
そ
の
代
替
手
段
と
倒
産
手
続
」　

マ
リ
ー
＝
ピ
エ
ー
ル 

デ
ュ
モ
ン
（
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
教
授
）
…
…
六
九
巻
五
号

掲
載
予
定

「
コ
メ
ン
ト
」　

齋
藤
由
起
（
大
阪
大
学
准
教
授
）

［
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
］　

約
定
物
的
担
保
と
倒
産
手
続

 　
　
「
有
体
動
産
を
目
的
と
す
る
担
保
」　

フ
ラ
ン
シ
ー
ヌ 

マ
コ
リ
グ
＝
ヴ
ニ
エ
（
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
大
学
教
授
）
…
…
本
号
掲
載

 　
　
「
債
権
の
担
保
」　

セ
ヴ
リ
ー
ヌ 
カ
ブ
リ
ヤ
ッ
ク
（
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
教
授
）
…
…
六
九
巻
二
号
掲
載
予
定

　
　
「
コ
メ
ン
ト
」　

山
野
目
章
夫
（
早
稲
田
大
学
教
授
）

【
二
日
目
】　

三
月
一
〇
日
（
日
）　

九
時
三
〇
分
～
一
三
時

［
第
四
セ
ッ
シ
ョ
ン
］　

担
保
目
的
の
所
有

「
担
保
の
た
め
に
留
保
さ
れ
た
所
有
」　

ジ
ュ
リ
ア
ン 

テ
ロ
ン
（
ト
ゥ
ー
ル
ー
ズ
第
一
大
学
教
授
）
…
…
六
九
巻
二
号
掲
載
予
定

「
担
保
の
た
め
に
譲
渡
さ
れ
た
所
有
」　

フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ 

ペ
ロ
シ
ョ
ン
（
モ
ン
ペ
リ
エ
大
学
教
授
）
…
…
六
九
巻
二
号
掲
載
予

定

　
　
「
コ
メ
ン
ト
」　

荻
野
奈
緒
（
同
志
社
大
学
教
授
）
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［
第
五
セ
ッ
シ
ョ
ン
］　
「
総
括
コ
メ
ン
ト
─
─
日
仏
比
較
の
観
点
か
ら
」　

横
山
美
夏
（
京
都
大
学
教
授
）
…
…
六
九
巻
五
号
掲
載
予
定

　

本
号
で
は
個
別
報
告
の
う
ち
、
二
本
の
論
文
の
翻
訳
を
掲
載
す
る
。
ま
ず
、
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
マ
リ
ー
＝
エ

レ
ー
ヌ 
モ
ン
セ
リ
エ
＝
ボ
ン
（
荻
野
奈
緒
＝
齋
藤
由
起
／
共
訳
）「
従
来
型
担
保
と
倒
産
手
続
」
で
あ
る
。
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
二

日
間
に
わ
た
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
導
入
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
は
じ
め
に
、
杉
本
教
授
か
ら
、
フ
ラ
ン
ス
側
の
報

告
者
の
た
め
に
、
日
本
の
倒
産
手
続
の
種
類
と
基
本
的
な
仕
組
み
お
よ
び
倒
産
手
続
に
お
け
る
担
保
の
処
遇
の
基
本
的
な
考
え
方
が
紹

介
さ
れ
た
後
、
モ
ン
セ
リ
エ
＝
ボ
ン
教
授
か
ら
、
以
後
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
現
代
型
の
担
保
を
取
り
扱
う
前
提
と
し
て
、
従
来
型
の
担
保

の
フ
ラ
ン
ス
倒
産
手
続
に
お
け
る
処
遇
が
紹
介
さ
れ
た
。

　

次
に
、
フ
ラ
ン
シ
ー
ヌ 

マ
コ
リ
グ
＝
ヴ
ニ
エ
（
荻
野
奈
緒
＝
齋
藤
由
起
／
共
訳
）「
有
体
動
産
の
債
務
の
担
保
へ
の
充
当
」
を
掲
載

す
る
。
こ
の
論
文
は
、
第
三
セ
ッ
シ
ョ
ン
「
約
定
物
的
担
保
と
倒
産
手
続
」
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
マ
コ
リ
グ
＝
ヴ
ニ

エ
教
授
の
主
報
告
に
対
し
て
は
、
山
野
目
教
授
が
、
対
照
報
告
（
コ
メ
ン
ト
）
に
お
い
て
、
日
本
民
法
で
は
非
占
有
の
質
権
が
認
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
が
フ
ラ
ン
ス
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
非
占
有
の
動
産
担
保
を
実
現
す
る
た
め
に

譲
渡
担
保
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
譲
渡
担
保
は
、
質
権
と
異
な
っ
て
動
産
先
取
特
権
に
常
に
優
先
す
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

な
お
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
公
益
財
団
法
人
社
会
科
学
国
際
交
流
江
草
基
金
お
よ
び
公
益
財
団
法
人
民
事
紛

争
処
理
基
金
の
助
成
を
受
け
た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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